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第
一
八
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化

大
会
が
「
美
の
国
へ
よ
う
こ
そ
！
　
女
性

消
防
団
員
　
秋
田
で
元
気
に
」
を
テ
ー
マ

に
、
一
一
月
一
六
日(

金)

、
秋
田
市
の
「
秋

田
県
民
会
館
」
で
、
全
国
か
ら
二
，五
〇
〇

名
（
県
外
か
ら
三
四
〇
消
防
団
な
ど
四
一

二
団
体
、
二
，
〇
〇
〇
名
。
県
内
か
ら
三

二
消
防
団
な
ど
五
〇
〇
名
）
が
参
加
し
開

催
さ
れ
た
。 

　
大
会
は
、
勇
壮
な
「
な
ま
は
げ
太
鼓
」

の
演
奏
で
幕
を
開
け
、
大
会
旗
入
場
、
開

会
宣
言
の
後
、
岡
崎
浩
巳
消
防
庁
長
官
、

秋
本
敏
文
日
本
消
防
協
会
会
長
、
中
泉
松

之
助
大
会
実
行
委
員
会
委
員
長
が
主
催
者

あ
い
さ
つ
を
行
い
、
開
催
地
市
長
あ
い
さ

つ
と
し
て
穂
積
志
秋
田
市
長
が
、
ま
た
佐

竹
敬
久
秋
田
県
知
事
が
来
賓
を
代
表
し
て

祝
辞
を
述
べ
た
。        

　
活
動
事
例
発
表
で
は
、
鹿
児
島
県
薩
摩

川
内
市
消
防
団
の
宮
里
英
子
部
長
が
「
女

性
消
防
団
員
が
め
ざ
す
も
の
」
を
発
表
し

た
ほ
か
、
三
団
体
か
ら
先
駆
的
な
活
動
内

容
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
に
大
き
な
感
銘

を
与
え
た
。 

　
流
麗
優
雅
な
「
西
馬
音
内
盆
踊
り
」
の

後
、
昼
食
・
休
憩
の
時
間
と
な
り
、
昼
食

会
場
の
「
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
」
や

県
民
会
館
駐
車
場
に
設
営
し
た
「
物
産

販
売
コ
ー
ナ
ー
」
は
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
た
。 

　
午
後
は
火
災
予
防
啓
発
劇
で
始
ま
り
、

秋
田
市
消
防
団
の
「
止
ま
れ
・
倒
れ
ろ
・

転
が
れ
」
な
ど
三
団
体
が
啓
発
劇
を
披
露

し
た
。
今
大
会
に
は
、
幼
児
防
火
教
育
を

熱
心
に
普
及
指
導
さ
れ
て
い
る
在
日
米
海

軍
司
令
部
の
長
谷
川
祐
子
予
防
課
長
が
お

い
で
に
な
り
、
「
こ
れ
か
ら
も
幼
児
防
災

教
育
を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
激
励
さ
れ
た
。 

　
続
い
て
、
東
京
防
災
救
急
協
会
の
谷

口
由
美
子
講
習
指
導
担
当
部
長
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
さ
れ
た
岩
手
県
宮
古
市
、
宮
城
県

気
仙
沼
市
、
福
島
県
田
村
市
の
消
防
団

な
ど
か
ら
パ
ネ
リ
ス
ト
を
招
き
「
大
規

模
災
害
時
に
お
け
る
女
性
消
防
団
員
の

活
動
に
つ
い
て
」
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。 

　
記
念
講
演
は
、
俳
優
柳
葉
敏
郎
氏
と
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
石
垣
政
和
氏
の
ト
ー

ク
形
式
で
進
め
ら
れ
、
柳
葉
氏
か
ら
「
皆

さ
ん
は
、
消
防
団
と
い
う
大
変
重
要
な
こ

と
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
。
頑
張
っ
て

下
さ
い
」
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
、
会
場
内

は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。 

　
大
会
旗
が
中
泉
松
之
助
秋
田
県
消
防
協

会
長
か
ら
尾
石
文
雄
岐
阜
県
消
防
協
会
長

に
引
き
継
が
れ
、
秋
田
大
会
は
幕
を
閉
じ

た
。
閉
会
式
終
了
後
、
秋
田
県
産
品
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
当
選
者
が
発
表
さ
れ
る
と
、
場

内
に
は
歓
声
が
湧
き
上
が
っ
た
。 

平
成
二
十
四
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

消
す
ま
で
は 

　
出
な
い
行
か
な
い 

　
　
　
　
　
離
れ
な
い 
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全国から2，500人が参加
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「
美
の
国
へ
よ
う
こ
そ
！
　
女
性
消

防
団
員
　
秋
田
で
元
気
に
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
す
る
本
大
会
で
は
、
全
国
各
地

で
ご
活
躍
の
皆
様
が
一
堂
に
会
し
、
日

ご
ろ
の
活
動
の
成
果
発
表
や
地
域
を
越

え
た
交
流
を
通
じ
、
よ
り
幅
広
い
知
識

を
習
得
さ
れ
る
よ
う
、
多
彩
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
設
け
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
、
「
秋

田
ら
し
さ
」
を
出
せ
る
よ
う
随
所
に
工

夫
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
ご
満

足
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

　
そ
し
て
、
秋
田
で
さ
ら
に
元
気
に
な

っ
て
い
た
だ
き
、
皆
様
の
活
動
が
ま
す

ま
す
活
発
に
な
り
、
消
防
団
活
動
が
一

層
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し

て
お
り
ま
す
。 

 

主
催
者
あ
い
さ
つ 

　
　
　
　
　
　（
要
旨
） 

秋
田
大
会
実
行
委
員
会 

委
員
長
　
　
　
　
　 

 

中
泉
松
之
助 

　
第
一
八
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性

化
秋
田
大
会
を
、
盛
大
に
開
催
で
き
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
女
性
消
防
団
員
は
、
災
害
現
場
に
お

け
る
活
動
に
加
え
、
住
宅
の
防
火
診
断

や
火
災
予
防
の
広
報
活
動
な
ど
、
き
め

細
か
な
対
応
が
地
域
社
会
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
多
く
の
女
性
の
皆
様
に
消
防

団
員
と
し
て
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
、

そ
の
活
動
の
一
層
の
拡
充
を
図
る
こ
と

が
、
消
防
団
全
体
の
充
実
強
化
に
つ
な

が
り
、
ひ
い
て
は
地
域
の
防
災
体
制
の

充
実
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
い
た
し

て
お
り
ま
す
。 

　
消
防
庁
と
し
て
も
、
多
く
の
女
性
が

参
加
し
や
す
い
よ
う
、
今
後
と
も
必

要
な
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
方
の
一

層
の
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

主
催
者
あ
い
さ
つ 

　
　
　
　
　
　（
要
旨
） 

消
防
庁
長
官
　
　
　 

 

岡
崎
　
浩
巳 

　
昨
年
三
月
、
東
日
本
大
震
災
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

　
大
き
な
災
害
、
日
頃
の
防
火
防
災
を

考
え
ま
す
と
、
地
域
に
あ
っ
て
は
消
防
団

が
中
心
に
な
っ
て
、
そ
し
て
地
域
の
住
民

の
皆
さ
ん
お
一
人
お
一
人
が
日
頃
か
ら

勉
強
を
し
、
備
え
を
し
、
そ
し
て
い
ざ
と

い
う
時
は
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
対

処
す
る
、い
わ
ば
地
域
の
総
合
防
災
力

の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
事

が
大
事
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
そ
う
な
り
ま
す
と
、大
事
な
の
は〝
女

性
〞
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
女
性
の
消
防
団
員
の
皆
さ

ん
に
対
す
る
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
参

り
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
で
の
秋
田
大
会
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ

て
お
り
ま
す
。 

　
今
日
一
日
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
、

そ
し
て
楽
し
ん
で
下
さ
い
。 

 

主
催
者
あ
い
さ
つ 

　
　
　
　
　
　（
要
旨
） 

日
本
消
防
協
会
長
　 

 

秋
本
　
敏
文 

　
全
国
各
地
か
ら
、
活
躍
さ
れ
て
い
る

皆
様
を
秋
田
市
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き

大
変
嬉
し
く
、
秋
田
市
民
三
二
万
人
を

代
表
し
て
お
礼
と
歓
迎
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
大
変

な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
が
、
こ
こ
秋
田

で
も
、
年
末
年
始
は
豪
雪
、
春
は
爆
弾

低
気
圧
、
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
と
異
常

気
象
の
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ

う
な
中
で
、
常
備
消
防
だ
け
で
は
市
民

の
安
全
・
安
心
を
守
れ
な
い
こ
と
が
は

っ
き
り
し
ま
し
た
。           

　
女
性
消
防
団
員
に
は
、
啓
蒙
活
動
や

災
害
時
の
措
置
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
も

ら
う
た
め
、
市
と
し
て
は
最
大
限
の
予
算

を
付
け
、支
援
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
今
、
秋
田
で
は
新
米
で
作
っ
た
〝
き

り
た
ん
ぽ
〞
が
美
味
し
い
時
期
で
も
あ

り
、
ま
た
、
酒
ど
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
大
会
終
了
後
に
は
、
是
非
、
秋
田

の
味
覚
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。     

 

開
催
地
市
長 

　
　
　 

あ
い
さ
つ 

　
　
　
　
　
　（
要
旨
） 

秋
田
市
長
　
　
　
　 

 

穂
積
　
　
志 

　
全
国
各
地
か
ら
よ
う
こ
そ
秋
田
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
消
防
団
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
防
災
の

指
導
者
と
し
て
、
地
域
の
安
全
・
安
心

の
確
保
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
近
年
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
団
員
の
増
加
な

ど
消
防
団
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
地
域
に
お
け

る
女
性
の
力
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
り

ま
す
。 

　
こ
う
し
た
中
、
全
国
女
性
消
防
団
員

活
性
化
大
会
が
、
こ
こ
秋
田
で
開
催
さ

れ
ま
す
こ
と
は
、
今
後
の
地
域
防
災
と

消
防
団
の
在
り
方
を
考
え
る
上
で
、
誠

に
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
、
是
非
大
会

の
開
催
を
契
機
に
、
女
性
消
防
団
員
の

存
在
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
、
今
後
の

消
防
団
活
動
活
性
化
の
起
爆
剤
と
な
り

ま
す
こ
と
を
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

来
賓
あ
い
さ
つ 

　
　
　
　
　
　（
要
旨
） 

秋
田
県
知
事
　
　
　 

 

佐
竹
　
敬
久 
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オープニングセレモニー　なまはげ太鼓「NAMAHAGE郷神楽」 

開会式　　　　　　 
　司会進行　　　　由利本荘市消防団　団員　佐藤美子 
　大会旗入場　　　三 種 町 消 防 団　班長　石井咲子　   
　　　　　　　　　能 代 市 消 防 団　団員　小林桃子　   
　　　　　　　　　大 仙 市 消 防 団　団員　一色順子 
　開会宣言　　　　大 館 市 消 防 団　分団長　奥村牧子 
　国歌斉唱 
　主催者挨拶　　　消防庁長官　　　　　　　　岡崎　浩巳 
　　　　　　　　　㈶日本消防協会会長　　　　秋本　敏文 
　　　　　　　　　秋田大会実行委員会委員長　中泉松之助 
　開催地市長挨拶　秋田市長　　　　　　　　　穂積　　志 
　来賓祝辞　　　　秋田県知事　　　　　　　　佐竹　敬久 

活動事例発表　　　「女性消防団員がめざすもの」　　　　　　　　　　　鹿児島県薩摩川内市消防団　部長　宮里英子 
 　　　　　　　　　「YFL分団を粋な活動にしまひょ！！」　 　　　　　　　滋 賀 県 野 洲 市 消 防 団　班長　大門佳子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　班長　梅本和子　　班長　堀江さや美 
　　　　　　　　　「女性という個性を活かした消防団へ」　　　　　　　　 神奈川県横浜市西消防団　団員　濱下康子 
　　　　　　　　　「表舞台の女性消防団  陰で力を惜しまない女性防火クラブ」　茨城県常陸大宮市消防団　部長　三次雅子 

アトラクション　西馬音内盆踊り「西馬音内盆踊保存会、羽後高校郷土芸能部」 

火災予防啓発劇　　「止まれ・倒れろ・転がれ」秋田県秋田市消防団 
　　　　　　　　　「火災無子の防災教室 ～自分の命は自分で守る 編～」三重県津市消防団 
　　　　　　　　　「私、大好き！消防団！」奈良県奈良市消防団広報指導分団（やまとなでしこ隊） 

記念講演　演題「ようこそ秋田へ　みんなで夢をかだろ」　　　俳優　柳　葉　敏　郎　　フリーアナウンサー　石　垣　政　和 

閉会式 

　大会宣言　　　　にかほ市消防団　部長　三浦由美子 

　お礼の言葉　　　秋田市消防団　班長　松本　恵 

　大会旗引継ぎ　　八峰町消防団　団員　袴田文恵　　 

　　　　　　　　　潟上市消防団　団員　青木久美 

　　　　　　　　　岐阜県高山市消防団　女性団部長　山崎美智

代　次期開催地代表挨拶　岐阜県消防協会会長　尾石文雄 

　閉会宣言　　　　横手市平鹿消防団　部長　原ヨシミ 

閉会 
秋田県産品プレゼント当選者発表 

開会　　　　　　　 
　司会進行　　　　仙北市消防団　班長　西宮三春　　湯沢市消防団　団員　後藤　綾 
　主催者挨拶　　　消防庁長官　　　　　岡崎浩巳 
　　　　　　　　　㈶日本消防協会会長　秋本敏文 
　鏡開き　　　　　来賓等15名 
　乾杯　　　　　　秋田県知事　佐竹敬久 
消防団応援歌　　 「消防団 三百六十五歩のマーチ」　宮城県栗原市消防団　 
アトラクション　　秋田民謡と手踊り「ドンパン踊り普及部会」 
万歳三唱　　　　　岐阜県消防協会副会長　橋本利弘　 
閉会 

アトラクション　竿燈「秋田市竿燈会」 
　　　　　　　　〔エリアなかいち“にぎわい広場”〕 

秋田大会プログラム 
活性化大会〔秋田県民会館〕 

情報交流会〔秋田キャッスルホテル〕 

消防団ＰＲコーナー 

次期開催地代表挨拶 

鏡　開　き 

大会旗入場 

パネルディスカッション　－大規模災害時における女性消防団員の活動について－ 
　　　コーディネーター　（公財）東京防災救急協会　講習指導担当部長　谷口由美子 
　　　パネリスト　岩手県宮古市消防団　団員　高田由美　　宮城県気仙沼市消防団　分団長　小山ふみ子 
　　　　　　　　　福島県田村市消防団　部長　渡辺清子　　高知県高知市消防団　分団長　小野政子 
　　　　　　　　　秋田県大仙市消防団　団長　草　忠誠 

昼食・休憩〔秋田キャッスルホテル〕 
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活
動
事
例
発
表 

「
女
性
消
防
団
員
が

「
女
性
消
防
団
員
が 

　
　
　
　
　
　
め
ざ
す
も
の
」

　
　
　
　
　
　
め
ざ
す
も
の
」 

「
女
性
消
防
団
員
が 

　
　
　
　
　
　
め
ざ
す
も
の
」 

・
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
消
防
団 

・
部
長
　
宮
　
里
　
英
　
子 

・
平
成
一
四
年
四
月
一
日
入
団 

・
班
長
　
梅
　
本
　
和
　
子 

・
平
成
一
四
年
四
月
一
日
入
団 

  

・
班
長
　
堀
　
江
　
さ
や
美 

・
平
成
一
ニ
年
四
月
一
日
入
団 

・
滋
賀
県
野
洲
市
消
防
団
　 

・
班
長
　
大
　
門
　
佳
　
子 

・
平
成
五
年
四
月
一
日
入
団 

「 

Ｙ
Ｆ
Ｌ
分
団
を
粋
な

Ｙ
Ｆ
Ｌ
分
団
を
粋
な 

　
　
活
動
に
し
ま
ひ
ょ

　
　
活
動
に
し
ま
ひ
ょ
！！！！ 

」 

「 

Ｙ
Ｆ
Ｌ
分
団
を
粋
な 

　
　
活
動
に
し
ま
ひ
ょ
！！ 

」 

・
神
奈
川
県
横
浜
市
西
消
防
団 

・
団
員
　
濱
　
下
　
康
　
子 

・
平
成
ニ
〇
年
一
〇
月
一
日
入
団 

「
女
性
と
い
う

「
女
性
と
い
う 

　
　
　
個
性
を
活
か
し
て
」

　
　
　
個
性
を
活
か
し
て
」 

「
女
性
と
い
う 

　
　
　
個
性
を
活
か
し
て
」 

「
表
舞
台
の
女
性
消
防
団
　
陰
で
力
を 

　
　
　
惜
し
ま
な
い
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
」 

（
や
す
フ
ァ
イ
ア
レ
デ
ィ
ー
ス
） 

       

　
私
が
所
属
し
て
い
ま
す
団
本
部
付
女
性

部
は
、
平
成
一
四
年
に
旧
川
内
市
消
防
団

が
七
名
を
採
用
し
た
の
が
始
ま
り
で
し

た
が
、
そ
の
当
時
は
何
を
し
た
ら
よ
い
の
か

分
か
ら
な
い
状
況
で
し
た
。
平
成
一
八
年
の

宮
崎
県
の
女
性
消
防
団
の
視
察
研
修
で
は
、

大
き
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
翌
一
九
年
に

は
団
本
部
付
き
女
性
部
員
は
二
〇
名
と
な

り
、
現
在
の
形
が
整
い
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら

丸
四
年
が
経
過
し
、
団
幹
部
や
消
防
局
の
方
々

に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
や
っ
と
自
主
的
な

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
活
動
内
容
で
す
が
、
二
本
の
大
き

な
柱
を
立
て
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
一
つ
目
の
柱
は
予
防
活
動
で
す
。 

　
幼
稚
園
や
保
育
園
に
出
向
き
、
手
作
り

の
紙
芝
居
に
音
楽
を
入
れ
た
り
、
人
形
劇

や
腹
話
術
で
の
お
し
ゃ
べ
り
、
シ
ー
ツ
を

煙
に
見
立
て
た
避
難
の
仕
方
、
洋
服
に
火

が
付
い
た
と
き
の
消
火
の
方
法
な
ど
を
指

導
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
の
キ
ラ
キ
ラ

と
し
た
眼
差
し
、
真
剣
な
表
情
に
勇
気
が

わ
い
て
き
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
二
つ
目
の
柱
は
救
命
の
活
動

で
す
。 

　
市
民
講
座

の
救
命
講
習

の
お
手
伝
い

を
す
る
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、

教
え
る
た
め

の
猛
勉
強
が

始
ま
り
、
応

急
手
当
普
及

員
の
資
格
を
全
員
で
取
得
し
ま
し
た
。
今
で

は
、
毎
月
三
回
、
救
命
士
と
一
緒
に
出
前
講

座
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。 

　
消
防
服
を
着
る
と
、
一
般
の
女
性
と
は

少
し
違
う
、
市
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る

ス
ー
パ
ー
ウ
ー
マ
ン
に
な
れ
ま
す
。
消
防

団
に
入
っ
て
人
生
の
エ
リ
ア
が
広
が
り
、

仲
間
が
増
え
、
生
き
が
い
や
張
り
合
い
が

で
き
た
と
団
員
は
喜
ん
で
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
女
性
消
防
団
員
が
目
指
す
も
の

は
、
男
性
の
力
強
さ
と
は
違
い
、
女
性
ら

し
い
温
か
さ
や
優
し
さ
を
活
か
し
た
予
防

活
動
を
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
「
女
性
団
員
は
本
当
に
必
要
な
の
」
と

言
わ
れ
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
行
こ
う
と

思
い
ま
す
。 

        

     

梅
本
　
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
、
私
達

も
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。 

　
　
滋
賀
県
に
も
大
き
な
活
断
層
が
い
く

つ
も
あ
り
、
野
洲
市
で
も
年
々
防
災
訓

練
や
研
修
が
増
え
、
単
な
る
後
方
支
援

だ
け
で
な
く
私
達
は
救
護
テ
ン
ト
内
で

の
応
急
手
当
・
医
師
の
補
助
と
言
う
役

割
で
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

大
門
　
そ
や
け
ど
、
「
仕
事
で
責
任
あ
る

職
務
を
任
さ
れ
た
り
」
「
子
供
を
預
け

る
所
が
な
い
」
「
親
の
介
護
で
目
が
離

せ
な
い
」
と
か
、
色
ん
な
理
由
で
平
日

行
わ
れ
る
出
動
が
難
し
い
と
言
う
人
が

増
え
て
来
て
る
し
。 

　
　
ま
た
、
分
団
会
議
の
案
内
と
か
、
出

動
要
請
メ
ー
ル
を
連
絡
網
で
ま
わ
し
て

も
、
な
か
な
か
返
事
が
返
っ
て
こ
な
い

事
も
あ
る
よ
ね
ぇ
。 

　
　
メ
ー
ル
だ
け
で
出
動
者
を
決
め
ず
、

会
議
の
中
で
顔
を
合
わ
せ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
決
め
よ
う
な
ぁ
。
前
日
ま
で
に
出

欠
の
把
握
を
し
て
、
直
前
や
当
日
の
朝

に
、
忘
れ
な
い
よ
う
お
知
ら
せ
メ
ー
ル

を
送
ろ
う
。 

堀
江
　
会
議
内
容
を
充
実
さ
せ
、
満
足
で

き
る
場
に
し
て
い
こ
う
！
そ
し
て
、
分

団
会
議
の
参
加
を
１
０
０
％
に
し
よ
う

な
ぁ
。
会
議
時
間
は
一
時
間
半
。
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
し
て
効
率
よ

く
。
訓
練
礼
式
の
練
習
を
十
分
。
次
の

三
十
分
で
勉
強
会
。
そ
し
て
最
後
に
、

活
動
報
告
・
計
画
・
決
め
事
で
五
十
分
。 

梅
本
　
仕
事
を
持
つ
女
性
も
、
職
場
と
は

違
う
人
間
関
係
の
中
で
、
新
し
い
消
防

団
活
動
。
気
さ
く
な
仲
間
た
ち
と
打
ち

解
け
あ
っ
て
、
で
も
訓
練
礼
式
な
ど
で

引
締
め
る
と
こ
ろ
は
か
っ
こ
よ
く
。 

　
　
こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
で
カ
バ
ー
し

て
行
き
な

が
ら
「
防

火
・
防
災

の
意
識
を

高
め
る
活

動
」「
救
急

法
の
普
及

活
動
」
を

中
心
に
Ｙ

Ｆ
Ｌ
分
団

ら
し
く
活

動
し
て
行

き
ま
す
。 

 

　
横
浜
市
西
消
防
団
で
は
女
性
団
員
の
比

率
が
実
に
１
／
４
を
超
え
て
お
り
、
す
べ

て
の
分
団
が
男
女
混
合
で
活
動
す
る
も
の

と
さ
れ
、
女
性
も
災
害
現
状
へ
出
場
す
る
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「
女
性
消
防
団
員
が 

　
　
　
　
　
　
め
ざ
す
も
の
」 

「 

Ｙ
Ｆ
Ｌ
分
団
を
粋
な 

　
　
活
動
に
し
ま
ひ
ょ
！！ 

」 

「
女
性
と
い
う 

　
　
　
個
性
を
活
か
し
て
」 

・
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
消
防
団 

・
部
長
　
三
　
次
　
雅
　
子 

・
平
成
一
九
年
四
月
一
日
入
団 

 

「
表
舞
台
の
女
性
消
防
団
　
陰
で
力
を

「
表
舞
台
の
女
性
消
防
団
　
陰
で
力
を 

　
　
　
惜
し
ま
な
い
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
惜
し
ま
な
い
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
」 

「
表
舞
台
の
女
性
消
防
団
　
陰
で
力
を 

　
　
　
惜
し
ま
な
い
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
」 

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。 

　
実
際
の
災
害
出
場
で
は
、
連
絡
網
の
ほ

か
に
災
害
発
生
・
出
場
を
知
ら
せ
る
メ
ー

ル
が
希
望
者
に
配
信
さ
れ
、
管
轄
地
域
で

の
火
災
等
発
生
の
場
合
は
速
や
か
に
参
集
、

出
場
し
、
現
場
の
状
況
に
即
し
た
指
揮
支

援
活
動
や
後
方
支
援
活
動
を
行
な
い
ま
す
。 

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
帰
宅
困
難
と
な
っ

た
男
性
団
員
も
多
く
、
在
宅
や
職
場
か
ら

運
良
く
戻
れ
た
女
性
団
員
は
、
震
災
時
の

決
ま
り
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
器
具
置
き

場
や
本
部
に
自
動
参
集
し
、
広
報
活
動
や

巡
回
・
査
察
を
行
な
っ
た
り
、
横
浜
駅
周

辺
に
溢
れ
る
帰
宅
困
難
者
の
誘
導
、
携
帯

電
話
が
使
え
な
い
中
で
の
無
線
中
継
な
ど

様
々
な
任
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
「
二
一
世
紀

の
横
浜
」
と
い
う
都
市
を
守
る
た
め
に
は
、

女
性
が
受
身
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。 

　
自
分
た
ち
が
、
い
ま
、
何
を
出
来
る
か

と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
、
自
ら
率
先
し

て
動
く
こ
と
が
必
要
な
時
代
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
そ
の
中

で
、
男
女

と
い
う
枠

に
と
ら
わ

れ
る
こ
と

な
く
、
女

性
で
あ
る

こ
と
を
、

ひ
と
つ
の

す
ば
ら
し

い
個
性
と
し
て
活
か
し
、
男
性
と
女
性
、

そ
れ
ぞ
れ
が
お
互
い
を
支
え
、
尊
敬
し
あ

え
る
消
防
団
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
日
々

研
鑽
を
つ
づ
け
、
ま
ち
の
安
心
・
安
全
の

担
い
手
と
し
て
、
女
性
で
あ
る
こ
と
に
誇

り
を
も
っ
た
消
防
団
員
と
な
れ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
精
進
い
た
し
ま
す
。 

        

　
私
は
、

茨
城
県
常

陸
大
宮
市

消
防
団
女

性
分
団
の

部
長
を
、

そ
し
て
そ

の
傍
ら
、

常
陸
大
宮

市
女
性
防

火
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会
の
会
長
を
し
て
お
り
ま
す
。

常
陸
大
宮
市
消
防
団
女
性
分
団
で
は
、
応

急
手
当
指
導
員
又
は
普
及
員
の
資
格
を
取

得
し
て
い
ま
す
の
で
、
消
防
本
部
が
主
催

す
る
救
命
講
習
会
の
協
力
、
火
災
予
防
広

報
や
消
防
団
行
事
へ
の
参
加
協
力
が
主
な

活
動
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
理
想
を
高
く

掲
げ
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
、
い
つ

で
も
人
の
目
を
引
き
つ
け
、
ど
こ
で
も
目

立
っ
て
華
の
あ
る
女
性
消
防
団
員
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

　
そ
し
て
も
う
一
つ
の
団
体
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
は
と
い
い
ま
す
と
、
昨
年
の
東
日
本

大
震
災
を
経
験
し
、
改
め
て
、「
地
域
密
着

型
」
だ
と
い
う
こ
と
を
身
を
も
っ
て
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。 

　
震
災
の
日
か
ら
数
日
後
、
お
年
寄
り
の

多
い
山
間
部
に
行
っ
た
時
、「
誰
も
私
ら

の
こ
と
は
見
て
く
れ
な
い
」

「
こ
ん
な
山
の
中
に
住
ん

で
い
る
こ
と
は
、
み
ん
な

忘
れ
て
い
る
ん
だ
よ
」
こ

の
人
達
が
身
を
震
わ
せ

涙
な
が
ら
に
言
っ
た
言

葉
が
今
で
も
離
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

時
、「
こ
の
人
達
を
災
害

弱
者
に
し
て
し
ま
っ
た
」

と
本
当
に
胸
の
痛
い
思

い
で
し
た
。 

　
一
体
、
私
達
は
、
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
員
と
し
て
、

「
何
を
」
し
て
き
た
の
だ

ろ
う
か
。
今
ま
で
の
自
分

達
を
振
り
返
り
深
く
反

省
し
ま
し
た
。 

　
穏
や
か
な
日
々
の
暮

ら
し
は
備
え
あ
っ
て
守

れ
る
も
の
、
災
害
は
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

　
制
服
を
身
に
着
け
さ
っ

そ
う
と
行
動
す
る
、
か
っ

こ
い
い
女
性
消
防
団
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
。

女
性
消
防
団
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
。
一

方
、
法
被
を
身
に
着
け
住
民
の
中
に
入
っ

て
働
く
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
だ
か
ら
で
き
る

こ
と
。
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に
し
か
で
き
な

い
こ
と
。
ど
ち
ら
の
立
場
・
役
割
も
き
ち

ん
と
踏
ま
え
、
今
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
経

験
や
体
験
を
双
方
に
活
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
を
守
る
た
め
に
努
力
を
惜

し
ま
ず
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

発表者の皆さん 
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火
災
予
防
啓
発
劇 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

情
報
交
流
会 

記

念

講

演 

感想を述べる長谷川祐子氏 
（在日米海軍司令部予防課長） 

奈良県奈良市消防団 
「私、大好き！消防団！」 

会場にも踊りの輪ができた 
「どんぱん踊り」 

“きりたんぽ”“稲庭うどん”に 
舌鼓を打つ参加者 

消防団応援歌を披露する 
栗原市消防団 

三重県津市消防団 
「火災無子の防災教室 ～自分の命は自分で守る 編～」 

「大規模災害時における女性消防団員の　　 
　　活動について」討議するパネリストたち 

柳葉敏郎氏と石垣政和氏と会場が一体となって語った 
「ようこそ秋田へ  みんなで夢をかだろ」 

秋田県秋田市消防団 
「止まれ・倒れろ・転がれ」 
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こ
の
度
は
、
「
第
一
八
回
全
国
女
性
消

防
団
員
活
性
化
秋
田
大
会
」
の
司
会
進
行

と
い
う
、
大
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
各
女
性
団
員
が
「
一
人
一
役
で
、
秋
田

大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
！
」
と
の
意
気
込

み
で
各
自
担
当
の
割
り
当
て
を
待
っ
て
い

た
あ
る
日
、
消
防
協
会
か
ら
「
総
合
司
会
」

の
連
絡
。 

　
活
性
化
大
会
は
過
去
に
参
加
し
た
こ
と

が
無
か
っ
た
た
め
、
様
子
も
わ
か
ら
ず
、

通
常
の
式
典
感
覚
で
お
受
け
い
た
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
事
前
に
過
去
の
映
像
を

拝
見
し
、
手
元
に
届
い
た
シ
ナ
リ
オ
の
文

字
の
量
に
更
に
驚
き
が
増
し
、
事
の
重
大

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た
の
を

は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。 

　
時
間
が
経
つ
ご
と
に
、
シ
ナ
リ
オ
の
文

字
数
は
ど
ん
ど
ん
増
え
、
沢
山
出
て
く
る

「
消
防
団
」
と
い
う
言
葉
が
、
練
習
す
る
ご

と
に
言
え
な
く
な
り
、
焦
る
毎
日
で
し
た
。

　
そ
ん
な
と
き
に
、
協
会
の
方
、
他
の
地

区
の
仲
間
か
ら
励
ま
し
の
電
話
や
メ
ー
ル

で
勇
気
や
パ
ワ
ー
を
頂
き
ま
し
た
。そ
れ
ぞ

れ
皆
さ
ん
大
役
を
抱
え
て
い
る
の
に
、
そ

の
気
遣
い
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。 

　
本
番
で
の
内
容
は
、
「
練
習
の
成
果
を

出
せ
た
か
？
」
と
言
わ
れ
れ
ば
反
省
だ
ら

け
で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
不
安
と
後
悔
で
す
。 

　
で
も
、
大
人
に
な
る
と
な
か
な
か
味
わ

え
な
い
緊
張
感
も
途
中
か
ら
心
地
よ
さ
に

変
わ
り
、
貴
重
な
良
い
経
験
で
し
た
。 

　
今
回
の
大
会
で
は
「
司
会
進
行
」
の
立

場
か
ら
も
沢
山
の
学
び
を
得
ま
し
た
。 

　
今
後
も
自
分
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
含
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
為
、
消
防
団
活
動
に
励

ん
で
い
き
ま
す
。 

　
今
回
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
頂
い

た
、
協
会
役
員
さ
ん
他
、
担
当
者
、
他
の

仲
間
の
皆
さ
ん
に
は
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
情
報
提
供
＝
本
荘
由
利
支
部
） 

                   
 

　
十
月
三
十
一
日
か
ら
十
一
月
六
日
ま
で

の
一
週
間
、
能
代
市
で
農
業
の
祭
典
「
第

一
三
五
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
」
が
開
催

さ
れ
、
期
間
中
、
県
内
外
か
ら
約
八
十
三

万
一
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。 

　
当
支
部
で
は
各
消
防
関
係
団
体
と
と
も

に
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

部
の
「
消
防
防
災
フ
ェ
ア
〝
絆
〞
」
を
共

催
し
、
日
頃
の
消
防
職
・
団
員
の
活
動
を

紹
介
し
ま
し
た
。 

　
出
展
ブ
ー
ス
に
は
能
代
市
、
三
種
町
、

八
峰
町
、
藤
里
町
各
消
防
団
の
操
法
や
水

防
訓
練
を
は
じ
め
、
消
防
本
部
が
主
催
し

た
「
消
防
美
術
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
受
賞
作
品
、
東
日
本
大
震
災
に
出
動
し
た

緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動
状
況
、
火
災
予
防

組
合
及
び
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
の
活
動
の

様
子
を
写
真
パ
ネ
ル
で
展
示
し
ま
し
た
。 

　
多
く
の
参
観
者
が
、
訓
練
に
励
む
消
防

団
員
の
懸
命
な
姿
や
迫
力
あ
る
放
水
訓
練

の
様
子
、
そ
し
て
瓦
礫
の
中
、
危
険
と
隣

合
わ
せ
で
捜
索
活
動
を
続
け
る
救
助
隊
員

の
写
真
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
後
も
こ
の
様
な
機
会
を
捉
え
、
消
防

職
・
団
員
の
活
動
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
防

火
・
防
災
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
情
報
提
供
＝
能
代
市
山
本
郡
支
部
） 

支
部
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト 
支
部
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト 

第
一
三
五
回 

　
秋
田
県
種
苗
交
換
会
で 

　
消
防
防
災
フ
ェ
ア
を
開
催 

　
　
　
　
　
　
＝
能
代
市
山
本
郡
支
部
＝ 

秋
田
大
会
の
司
会
を
務
め
て 

　
　
　
　
　
由
利
本
荘
市
消
防
団 

　
　
　
　
　
　
　
団
員
　
佐
藤
　
美
子
　 

秋田大会で司会する佐藤美子さん 
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地域の防災、災害対策に貢献Y

猿田興業株式会社 
秋田市山王六丁目１番24号  ＴＥＬ018（863）1551㈹ 

山王セントラルビル７Ｆ  ＦＡＸ018（824）3651

森 田 ポ ン プ　　　ラ ビ ッ ト ポ ン プ 

桜ホース・ソフト吸管　　　消 防 被 服 一 式 

各 種 消 火 器　　　消 防 機 器 一 式 

株式会社　協　　　　　立 

株式会社　能代消防センター 

〒016-0846 能代市栄町12の3　 

TEL　(0185）（52）6361　 

（52）6494　 



建　物 

林　野 

車　輛 

その他 

合　計 

死者数 

負傷者数 

11 

15 

－  8  

23 

41 

－ 18 

2

1 

－  1 

－  2 

3 

1 

－  4  

－  1

220 

16 

44 

56 

336 

34 

62

206 

16 

40 

55 

317 

33 

60

14 

1 

4 

0 

19 

4 

5

217 

31 

32 

78 

358 

15 

62

15 

0 

2 

3 

20 

0 

4

平成24年 平成23年 同期比較 

11月 累計 累計 11月 年計 11月 累計 

火災の発生状況 （速報値） 

（秋田県総合防災課調べ） 

　
平
成
二
五
年
は
、
全
国
的
に
統
一
し
た

消
防
組(
消
防
団
の
前
身)

が
ス
タ
ー
ト
し
て

か
ら
一
二
〇
年
目
を
迎
え
ま
す
。 

　
日
本
消
防
協
会
と
全
国
消
防
長
会
で
は
、

消
防
団
一
二
〇
年
・
自
治
体
消
防
六
五
周

年
を
祝
し
、
記
念
大
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
消
防
職
・
団
員
が
参
加
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
女
性
消
防
団
員
の

参
加
も
大
い
に
歓
迎
し
ま
す
。 

『平成25年出初め式（観閲）』の開催日時等 

 鹿 　角　市 4日 10：55～ 花輪大町・新町通り  

 小　坂　町 4日 11：40～ 康楽館前       

 大　館　市 5日  9：30～ 大館市大町中央通り     

 北 秋 田 市 4日  9：00～ 北秋田市阿仁地区      

 上小阿仁村 4日 10：30～ 健康増進トレーニングセンター前     

 能代市（能代） 5日  9：15～ 秋田銀行能代駅前支店前 

 能代市（二ツ井） 5日  8：20～ 北都銀行二ツ井支店前      

 藤　里　町 4日  9：45～ 役場庁舎前通り    

 八　峰　町 5日  9：30～ 沢目駅前通り  

 三　種　町 4日  9：30～ 琴丘総合体育館駐車場  

 男　鹿　市 6日 13：20～ 秋田銀行男鹿支店前   

 潟　上　市 4日 13：30～ 潟上市天王総合体育館  

 五 城 目 町 4日  9：00～ 朝市駐車場  

 八 郎 潟 町 4日 13：30～ ローソン前～役場前  

 井　川　町 4日 10：00～ 農村環境改善センター  

 大　潟　村 6日 10：00～ ふれあい健康館  

 秋　田　市 5日 10：00～ 山王けやき通り 

 由利本荘市 5日  9：30～ 市役所前  

 に か ほ 市 5日 13：30～ 金浦体育館（式典のみ）  

 大　仙　市 5日 13：00～ 大曲市民会館駐車場  

 仙　北　市 6日 13：20～ 田沢湖庁舎～仙北市民会館 

 美　郷　町 4日 14：30～ 美郷町総合体育館リリオス駐車場  

 横手市横手 6日  9：30～ 中央通り  

 横手市増田 4日 13：10～ 増田ふれあいプラザ駐車場  

 横手市平鹿 5日 13：00～ 平鹿生涯学習センター前   

 横手市雄物川 5日 13：50～ 雄物川体育館  

 横手市大森 5日  9：20～ 大森庁舎前  

 横手市十文字 5日 13：10～ 十文字幸福会館前  

 横手市山内 5日  9：15～ 山内体育館前  

 横手市大雄 5日 10：15～ 大雄庁舎前  

 湯　沢　市 5日 13：30～ 湯沢文化会館  

 羽　後　町 5日 13：30～ 羽後町総合体育館 

 東 成 瀬 村 4日 14：00～ 東成瀬中学校体育館  

消　防　団　　  日　　時　　　　　   場　　　　　所 

お
詫
び
と
訂
正 

お
詫
び
と
訂
正 

　
平
成
二
四
年
一
一
月
一
五
日
号
「
消

防
秋
田
」
各
地
域
に
お
け
る
総
合
防

災
訓
練
の
実
施
状
況
の
中
で
、
男
鹿

潟
上
南
秋
を
誤
っ
て
男
鹿
市
と
掲
載

し
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
に
は
多

大
な
る
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
謹
ん

で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

次
の
よ
う
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

【
正
】 

男
鹿
潟
上
南
秋 

 

【
誤
】 

男
鹿
市 

消
防
団
一
二
〇
年
・
自
治
体
消
防 

六
五
周
年
記
念
大
会
の
お
知
ら
せ 

実
施
日
　
平
成
二
五
年
一
一
月
二
五
日(
月) 

　
　
　
　
午
前
一
〇
時
か
ら 

会
　
場
　
東
京
ド
ー
ム 

主
　
催
　(

財)

日
本
消
防
協
会 

　
　
　
　
　
全
国
消
防
長
会 

第18回 全国女性消防団員活性化秋田大会第18回 全国女性消防団員活性化秋田大会第18回 全国女性消防団員活性化秋田大会
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トーハツ消防ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 
モリタ自動車ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　綜合防災設備センター 
消 防 被 服 全 般　　　　　　　　　　　　　　　　　 
秋 田 県 代 理 店　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
 株式会社　高 義 商 会 
 
 トーハツ小型動力ポンプ 

モリタ自動車ポンプ 
ジ ェ ッ ト ホ ー ス 

（営　業　種　目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
消 防 被 服 全 般 
火 災 報 知 器 各 種 
消 火 器 各 種 

　〒012-0105  本社  湯沢市川連町字万九郎屋布32 
　　　　　　　　　　　　　　　　 ℡（0183）（42）2125 
　〒012-0844  湯 沢 市 田 町  ℡（0183）（73）2588







株式会社タカギ 
　　　　　　　　　　秋田県横手市寿町１番28号 

　　　　　　　　　　ＴＥＬ　（0182）（32）3880 

（営 業 種 目） 

日本機械自動車ポンプ　　　キ ン パ イ ホ ー ス 

ト ー ハ ツ ポ ン プ　　　シ バ ウ ラ ポ ン プ 
◇ 

各 種 消防機械器具　　　各 種 消 火 器 

消 防設備保守点検　　　　　　　　　　　　　 

ホームページ　http://www17.ocn.ne.jp/̃takagi/ 
E - m a i l 　ykttkg@jasmine.ocn.ne.jp


